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渋谷

隆 1 
45 規格名称 

英語 

 ed 規格名称の英語名と和名と一致していない。 和名に“in accordance with IEC 60297 and IEC 
60917 series”を追加する。 

又は英語名から“in accordance with IEC 60297 
and IEC 60917 series”を削除する。 

英語名から“in accordance 
with IEC 60297 and IEC 
60917 series”を削除しま

す。 

渋谷

隆 2 
54 

など 

172 

など 

1 

 

5 

 ed “キャビネット”及び“キャビネット装置”の用

語が用いられている。 

同様に、“サブラック”及び“サブラック装

置”、“シャシー”及び“シャシー装置”の用語

が用いられている。 

用語を統一する。 現状のままといたします。 
キャビネット、サブラッ

ク、シャシーは、 電気・電

子機器用の標準化された機

械的構造物として JIS 
C6010-1 の「用語及び定

義」（ 3.15 キャビネット、

3.18 サブラック、3.19 シャ

シー ）に記載しています。 

一方、（今回の JIS 素案 C 
62610-2、-5、-6 の 3 規格の

共通事項で）サブラック装

置、シャシー装置は、サブ

ラック、シャシーに実装基

板、電子部品などを収納し

た装置です。キャビネット

装置は、キャビネットにサ

ブラック装置、及び／又

は、シャシー装置を搭載し

た装置です。従いまして、

ご提案の用語の統一はでき

ません。  
キャビネット装置、サブラ

ック装置、シャシー装置に

付きましては、「用語及び

定義」で追加することも検

討しましたが、IDT ルール

の違反となるため今回は

「そのまま」とし、次回の

改正時に検討します。 
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渋谷

隆 3 
95 3.3  ed “通常ファンと称する”は定義ではない。 注釈 1 通常ファンと称する。 

とし、点線下線を付与する。 

ご提案ありがとうございま
す。今回は、対応国際規格
通りということでお願い致
します。次回改正時に検討
いたします。 

渋谷

隆 4 
118 

など 

4.2  ed “サブラック及びシャシー装置”は“サブラック

装置及びシャシー装置”なのか。 
“サブラック装置及びシャシー装置”に修正す

る。 
“サブラック装置及びシャ
シー装置”に修正します。 

渋谷

隆 5 
149 

156 

4.4 表 1 

図 3 

ed 記号の意味が記載されていない。 注記 記号は図 1 及び図 2 による。 

と追加する。 

現状のままといたします。 

理由：行番号 146 に記号が

解説されている。「吸気面

記号及び排気面記号は，図 
1 及び図 2 に示す外面記号

に対応している。」 

渋谷

隆 6 
170 4.5 図 4 ed 記号は“記号説明”として図の題名の上に記載す

る。 
“記号説明”として記載する。 修正いたします。 

 

渋谷

隆 7 
217 

233 

5.6 

5.7 

 

図 8 

ed “空調機器”及び図 8 では“空調”の用語が用い

られている。 
“空調機器”に統一する。 修正いたします。 

 

 
 
 


